






















約 200 年、1837 年 6 月にアメリカのモリソン号が浦賀に入港しようとするが砲撃を受





しかし、1853 年に歴史を変える人物が現れる。1853 年（嘉永 6 年）6 月３日にフィ











日米和親条約が結ばれて 4 年後、1858 年に「日米修好通商条約」が結ばれる3。この
条約によって、神奈川、長崎、新潟、兵庫が開港となり、不平等条約の時代のきっか
けにもなる。つまり、この条約でイギリスやフランス等の欧米国が日本に不平等な条













が中介をし、8 月にポーツマスで講和会議を開いた。同年 9 月 4 日、ポーツマス条約



















時代は大正へと変わる。1914 年 6 月、第 1 次世界大戦が始まる1。1902 年に作られた
反ロシア対策でもある「日英同盟」により、日本は連合側に付き参戦した2。やがて、
戦争は終結し、日本はアジア 1 位の工業国となる3。1917 年（大正 6 年）、ロシア方面
で 2 月と 10 月革命があり、ソビエト政権が設立する4。アメリカ、イギリス、とフラ
ンスは「共産主義」であるソビエト連邦（ソ連）を恐れ、日本と共に武力干渉を決行
したが、この行為は失敗に終わった。













影響し続けた満州は 1932 年（昭和 7 年）３月、日本により「満州国」を設立され、日
本は 9 月に正式に自決国家と認めたが国際連盟は非承認9。これにより、日本は 1933
年３月 27日、国際連盟を脱退した10。
国際連盟から脱退した日本は 1937 年（昭和 12 年）ドイツとイタリアと「日独伊三
国望郷協定」を作った11。それから 2 年後、1939 年 9 月 1 日、第 2 次世界大戦が始ま
る12。翌年 6 月、ドイツがパリを陥落させ、「三国同盟」が誕生。1940 年 9 月、日本は
「日独伊三国同盟」を調認13。1928 年からファシズム的になっていた日本は 1940 年 10

























































で日本軍は 2 万 5 千人の犠牲を受け、止むを得ず撤退する。さらに日本は 1943 年(昭
和 18)から 1944年にかけてアリューシャン列島のアッツ島、マリアナ諸島のサイパン、
テニアン、そしてグアムを次々と失う。サイパンからアメリカの B-29 攻撃の本格的な
日本本島への攻撃が可能になった。この恐れは 1944 年 11 月に始まる1。東京では 1945
年３月の空襲で約 10 万人の死者が出たといわれている。敗戦まで全国の死者は 25 万
人と見られている。
次々と勝利するアメリカに圧力を掛けられる日本。日本国民が戦争の真実を知らぬ
まま、1944 年 7 月に東条内閣は解散した。ヨーロッパでもアメリカの介入により連合
軍が次々と勝利を重ね、イタリアやドイツを追い詰めた。ヨーロッパでの戦争は完了
し、アメリカは太平洋戦争に集中する。アメリカ軍はついに日本に上陸した。それは
1945 年 4 月の沖縄上陸のことである。ゲリラ戦など、厳しい戦いが繰り広がれたが、







にトルーマンは人類で始めての原子兵器の使用を承認する。1945 年 8 月６日に広島、






表。その内容は無条件降伏である。それから一週間、8 月 15 日、昭和天皇が日本国民
に敗戦を告げる。9月 2日、アメリカのミズーリ艦のデッキで降伏文書の承認を行う4。




ための対策を素早く発表し、実現した。大きく注目されたのは 1946 年 1 月 1 日の「天








が 1946年 5月 3日に開廷された1。裁判で、東条英機ら 18名は A級犯罪者とされ、1948
年 11 月 12 日に有罪の判決を言い渡される。裁判の真最中に連合は日本の新たな憲法




事が 1950 年に起きた。それは、「朝鮮戦争」である。朝鮮戦争は 1950 年 6 月 25 日か
ら始まり、マッカーサーは「警察予備隊」（事実上、自衛隊の前身でもある）の結成を
要求する3。日本政府はこの要求に応じて、再軍備へ踏み出した。朝鮮戦争が始まり、




だが、期限は決まらず、後に問題となり、今でも議論される。その翌年の 1952 年 4 月
28 日、吉田茂首相が単独講条約を発行し、日本は主権を回復する。開戦から３年が過





























ルの時代の後半、1989 年（昭和 64 年）1 月 7 日、昭和天皇が亡くなり、平成元年にな
る2。その翌年が日本にとっては厳しい時代の始まりでもあった。
1990 年 8 月、イラクの主導者であるサダム・フセインがクウェートに侵入。彼の政
権は以前アメリカの支援をもらっていたが、この行為は認められず、アメリカはクウ
ェートの支援を行い、イラク軍をクウェートから追い払うために「湾岸戦争」を 1990










の PKO（平和守備隊）に参加するため、「PKO 協法」を設立、1996 年までにカンボジ
ア、モザンビーク、ザイール、中東ゴラン高原などに自衛隊を派遣した7。これが、今
までの大体の日米関係の歴史の流れです。日本は国家として認められ、アメリカと交



































































年 11 月 8 日にテキサス州の州知事に当選し、6 年間州知事を勤めながらテキサス州で
は教育などの改善を果たした。そして 2000 年の大統領選挙、ブッシュは立候補し、ク
リントン大統領の副大統領であるゴアー氏に勝ち、当選し第 43代大統領となった1。
大統領になり約半年後の 2001 年 9 月 11 日に同時多発テロ事件が起きた。ブッシュ
大統領は見事にアメリカを一つの意見にまとめ、対テロ対策に励み、クリントン大統
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ュ大統領とケリー氏を比べれば、対策にはそれほどの違いはない。ブッシュ大統領は
国連などの了解を得ずに強引に第 2 湾岸戦争を行った。アメリカ国民はこの事実と同
時多発テロ事件の問題でブッシュ大統領は個人的な目的を実行したと感じている。そ
の追い風に乗っているかのように、ケリー氏の支持率は上昇している。ただ、過去の
投票歴を見れば、ケリー氏ははっきりと意見を持ってないと分析することができる。
一方、ブッシュ大統領は決意したら、その意見を変えることはない。アメリカでは強
いリーダーが好ましい、しかし得に大統領であればミスは簡単に許されない。現在、
誰が今年の大統領選挙を制するかは分からないが、誰が次期大統領になろうとも、日
本に大きな影響を与えると予想される。
日本では小泉内閣はまだ 2 年ほど続くと測定すれば、憲法の改善は行われると予測
される。特にブッシュ大統領が当選すれば小泉首相との友好関係を活かし、日本が自
力で自国を守れるようになる可能性が高い。ケリー氏が大統領になれば、小泉内閣は
アメリカとの関係をある意味ではゼロからの再スタートをする必要がある。
グローバル時代とも言われているこの時代では、瞬間的に一国家の行動が他国に影
響を与えかねない。日本とアメリカの間には貿易や軍事問題、北朝鮮などの問題があ
る。これから首脳会談は増え、話し合いで問題解決を行うと思われる。しかし、今は
日本とアメリカだけの世界ではない。他国との関係もこれから大きく注目されるであ
ろう。これからも日本とアメリカは協力し合って、友好関係を続くと思わる。ケリー
氏が実際明白な政策を発表していないため、彼が大統領と当選した場合、日米関係が
どう変わるかははっきりと予測できない。ただ、ブッシュ大統領とケリー氏はアメリ
カの現在のへゲモンとしての立場を保ちながら日本との関係を続けると思う。日本は
経済をさらに回復させ、徐々にアメリカが使用している土地を回収する行動を取るで
あろう。両国にはこれから平和を保ち、各国の国民が穏やかな生活を送られるよう、
そして世界のためにも力を尽くしてもらいたいものである。
